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報告 したが,_この現象は生のPVによって も同様 であ





































継代株 (NWSegg)で赤血球凝 集 (HA)価 :512
HAU/mlのものを全ての実験に供 した.
Polyomavirus (PV) : 4B5･6株を初代マウ
ス (Swi主s)胎児 (ME)細胞で増殖させ継代 した も
ので,4,096HAU/ml.108･5TCID50/0.2mlの ものを実
験に供 した.
















ⅠⅤ感染価定量 : ローラーチューブ内に単層培養 した
GlあるいはG2細胞を Hanks 液 で 2回洗 液後 ,
NWSeggの10倍階段稀釈 した液を0.2mlずつ各稀釈
2本宛接種 した.37oC5時間 NWSegg を吸着 させ
た後.接種 NWSeggを捨て,維持液 (MM)に換 え
35oCに培養 した.必要に応 じMMの交換を しなが ら,
7日間培養した後MMを去 り,これに新鮮モルモ ッ ト
赤血球浮遊液 (PBSで0.3%)を1ml加え,4oCで30
分間静直 し,1回冷PBSで洗赦した後鏡検 し.細胞へ
の赤血球吸着 (HAD)の状態を観察 した.明 らか に
HAD陽性を示す NWSeggの 最高稀釈 から Beh･
rens&Karberの方法2)により50%に HADを起す値
(HAD50/0.2ml)を計算 した.
3.ブラック (plaque)によるⅠVの定量 : ブラッ
ク瓶に単層培養 したG2細胞を Hanks液 で 2回洗
液後,測定材料のlVを稀釈液で10倍階段稀釈 し,各
稀釈液を1.Oml苑接種 した.37oCで5時間ⅠⅤ吸着後 .
Hanks 液で 1回洗漉し. 第 1次重層 medium
(oM)を重層 した.350C3日後 NeutralRedを含









製 し,寒天は重層直前に混和 し,42oCに保温 しなが
ら,ブラック瓶あたり5ml宛重層 した.第 2次OM
は, Medium-19910倍濃縮液10.0,7.5%炭 酸水素


































MMで稀釈 して接種 し,37oCで3時間吸着後 ,Hanks
液で 1回洗液し. MMで2日間培養した. その後 ,
細胞をMMと共に3回凍結融解 し.1N塩酸でpH2.0
にして4oCで 1夜放置 した.更に3.000rpm,15分 の
遠心上清を1N水酸化ナ トリウム液および7.5%炭 酸











































































Cels Treatment Numbersofsubcultures NWS infectediVirusinfectiVity Virusyieldinculturemediaofsubcultdredcels.HAtter/05m1(7d)tinoc
ulumwith aftertreat-ment insubculturedcelHAD5Q/0.2m1(7d)dilutionof-1 -2 -3 -
4 -5 -6(log)､C1 None 4 6.
5 128 128 128 32pV,10-1 6. (0)書 128
C1 None 7 6.5 32 32 32
8 < 2PV,10-1 6.5 (0)～
16 32 64 16 8G2 None
ll 5.5 32 16 8 < 4 4PV,10-1 (0)～ 64(+)♯







































処理細胞に,512HAU/mlの NWSを (lo一l) に稀釈
して36oC,5時間吸着させ,5時間後の未吸着 NWS










Table2. Effectofcel retreatmentwith Polyoma virus on NWS
virussusceptibility ofcelssubcultured aftertreatmentwith
Polyoma virus
Cels Pre-treatmentwih Numbersofsbcuトtres Re-treatmentwith NWS infec
tedVimsinfectiVityVirusyieldinculture甲ediaofretreatedc
els:享nretreatedce1sHAD'861/0.2ml(7d) HAtiter/0.5m1(7d)atlnOCulumdilutionof-2 -3 -4 -5
-6 - 7(lワg)G1､None 5 None＼PV,10-1 5.570(+1.5T) 1
281 64 く23 tZpV10-1 5
甲one 7.5 128 128 128 64
PV,10-1 6.5(-1.OT) 128 128 128 <
2C2 None 10 None 6,0 128 128 128
64 く2PV,10-1 ≧ 6.5(≧十0.'5) 1
64 8PV10-1 2
None 5.5 128 128 128 64 く2
PV,10-1 5.0(-0.5T) 64 64

















.,treatedcelsHAD50/0.?ml(7d) HAtiter/0.5m1-at~10-51,nOCulum5d 6d 7d(afterNWSinf
ection)M.山. 5.5 64 128 (
128):NWSG2 ㈹pV(……三… 6.5(+ILO)書.1.0'70 5● 64 12
864 12Assay_of7day'sculturemedia(NWSG2andNW
SpvG2)inG2ceusVimssample VimsinfectiVityin Virusyield culture▲hediaofG2ceItsG2cels fIAtiter/0.5ml(7d)at
lO:jinoculum(NWSG2 andHAD50/0.2ml(7d) NWSp
v-G2)NWSG2 仏) 3.0 4 (1)●･定sp
V-G2tS,; 3.5(+0.5)
' 6 6'5け0.5






S E8 E 1,280NW CK17* CK 512 (homo,)
NWS E8Gll 'G1
5,120NWS E8PVGll
pV-G 1♯ 5,120NWS E14




吸着 の上 昇 を来すということは全 く見出されなか とはないとすると,G2細胞のPV処理により細胞が
った. NWS増殖促進因子を産生することも考えられる･そ
Ⅳ.pv処理G2細胞から NWS増殖促進因子の抽 こで文献 (14)～18) にみられる stimulon や en･
出 hancerなどのようなウイルス増殖促進物質の抽出を
このようにPV処理は NWSの吸着を促進させるこ PV処理G2細胞より試みた.材料と方法 の項で述べ
Table5.AssayofNWSunadsorbedonthePolyomavirus･treated
and untreated G2cels
ⅠhfectedVimses HAtiter/0.5ml VirusinfectiVity VirusyieldinculturedmedlaOfGZcels.HAtiter/0.5m1(7d)atinoculuminG2celsHAD50/0.2ml(7d) d tion.of-1 - り -3
-4､(log)Unadsorbed､NWS(adsorbedfor5hs,at 37℃)onPV -treatedG2cels 16(1/2)' 5.5(+1.5)～
16 16 16 8onuntreatedG2cels 16(1/2)' 4.5(+
0.5)～ 16 16 16 <2Ⅰnocultm NWS(contro.1)(i batedfor5hrs,a37℃)
32(1)● 4.0㌔､ 16 8 8 <2Ⅰnoculum NWS'( incubation
) 64(2) 5.5(+1.5)～ .32 16 16 4* Differ
encebetweencontrolandexperimentTable6.Efetofextractsfro Polyomavirus-treatedG2ce
usonNWS multiplicationG2+PV(10-)-




ntforoVemightat37℃with NWS infectedVirusihfectiVity V
irusyieldinculturemediaoftreatedcels:HAintreated.celsHAD.50/02m1(5d) tlter/0.5m1(5d)a lnOCulum d1u10nOf-3
-4 -5 -6(log)M.M 5.5 8 32 l 8(1)～ <2(1)♯EXt.(G2+M,M.)(1:1) 5.5(0)' 8 32
8(1)* <2(1)*E立t.(G2
+PV) (1:1) 6.5(1.0)' 8 32 32(4)* 8(4)*B)Pla
queassaymethodG2celtratmentforoVemigh 37℃with NWS infectedNumbersofplaque(14d)intreatedcels(average) laquesize(… )(15d
M.M. 42 55 58 52 0.3-0.7EXt.(G2+M,M.
)(1:2.5) 45 47 53 48(-4)' 0.3-0.5EXt.(G2+PV





した各G2細胞上における接種 NWS の増殖 を比較
した.





































32 3? 32C,M,(G2+M.M,)(1:4) 7.
5(0)■ 64 32 16C,M,(G2+NWSu
v,) 7.5(0)◆ 64 32 16B)CelularautointerferingactivityofG2c
elstreatedwithNWSuvG2celtreatmentforoVemig
htat37℃wi仲 NWS infectedVirusinfectiVity ViruSyieldinculturemediaoftreatedcels:HAintreatedcelsHAD56l/0.2m1(7d)titer/0
.5m1(7dlatinoculumdilutionof
-2 -3 -4 -5 -6 -7 -3(log
)1:20 3.5(-5.0)' 8
4 <2 2 <2 <2 <21:40 4.
5(-4.P)I 8 4 <21:80NWS.
uv 5.5(-3.0)' 8 81:16
0 60(-2.5)I 16 5 3 432
7.0(-1.5)' 32 64 32 21:640
7.5.(丁1.0)● 64 64 32 16 <2M.M.(co
110 木
先ず 材料と方法の項で述べた如 く詞巷 したものを
interferon材料とした.その対照には,不活化 NWS



















の稀釈倍数が低 くなる (不活化 NWSの濃度が高 く










1)接種 NWSの感染価 (HAD50) および産生 ウ
イルスHA価測定による方法
実験方法は Fig.1,Table8に示 してある.先ず .
PVをG2細胞に作用させ (前処理),36oCで 1日培養
後,UV不活化NWS(1:160)稀釈で更に36oCl夜
処置し,次に NWSを chalengeした (Fig. 1.






NWSa)感染価 (HAD50)測定の 結 果が Fig.1,
Exp.1 に示されている.PVで前処理後,UV不活化



































MM PV(1:1) MM PV(1:1)2n d t r ･ rl MM NuSuvedNWSuved
(l:leo)(1:160)
(日 (2) (3
) (4)Exp.1.2 卜lト1 州 NMSuve
d NMSuved rlM 卜川SuvedMM PV (l:rlRO)( 1 刊 0)(rl.･1.PV)Erl 描
明(1:10) (1:川 )(1












(1:10) 稀釈で36oC1日後処置 し. NWS を




















Exp.2 の結果を総合すると,UV不活化 NWS 処理
による自家干渉誘発をPV処理に先行させると,NWS
Table8.Virusyield in culture′mediaofG2cellstreated with
PV and NWSuv
G2celtreatmentat37℃ lChallengedwith NWSyieldinculturerpediaoftreatedcels:HA t't O5 17d) lld'l
flt 2d liVeNWSand 1er/.m ( atlnOCuum lu
t10nOS(forld) n(foroVemight) culturedwith -3 -4 -5 -6
-7 -8(log)Exp.1.PV(:1) NWSuV(1:160)
M.M. 32 32 8 2 <2PV(1
:1) M.M. M.M. 64 64 8M.M, NWSuV(1:160) 3
2 4 <2 <2M.M. M.M. ･M.M. 6 4EXp.2.
NWSuや(1:100)PV(1:10) M.M. 声 l
8 8 4 <2 <2NWSuV(1:100) M.M. M.M. 16M.M.+PV,10-3 16
8 2M.M. PV(1:10) M.M. 32
16 4 <2M.M. M.M. M.M. 32 32 8ゝ , M.M.+
PV,10.3 32 32 16 4Table9. NWS plaqueassay in G2cellstreated with PV andNWSuvG2celtreatmentforoVemight Numbersofp1.aque(14d)intreatedcels一唱tlnO
Culum dilut10nOf Plaquesize(14d)at37℃ *itham





にのみ.不活化 NWSの自家干渉よりの回復 がみ ら
れたが.一般的にはPV処理乃至存在は,不活化 NWS







層に増殖 したG2細胞 (50mm径 petridish)を36o
Cl夜前処理後.NWSを chalengeして出現 す る






かしながら (PV+UV不活化 NWS)混合液処理 で
は (54/181-1/3.3)となり,UV不活化 NWS 単独
処理に比べると (54/18-3)倍の増加を来 した. か
くてか ゝる実験方法でも.不活化 NWSによる自家
干渉 (増殖抑制)効果は.PVの増殖増強作用 によ り
相殺されて.ある程度の回復がみられることが明 らか
にされた.この際ブラックの大きさは,PV単独の処












い細胞 (例えば HeLaや HEp2細胞) において
















かった. しか し継代培養細胞 のG2細胞 における
Myxovirusの plaqueassayが報告されている4)








PV含有維持液で 1夜細胞を培養 (前処理 ) す るこ










癌ウイルスによる transformationの如 き明瞭な も
のではなかった.
か ゝるPV処理G2細胞上で増殖 した NWSと.正
常G2細胞上で増殖 した NWSとの正常G2細胞上 に
おける増殖性を検討 したところ,同一HA価 を示 す サ
ンプルでもPV処理細胞上で増殖 した NWS の方 が ,
正常細胞での増殖 NWSより増殖性 が優 れていた.
このことは,前者がより多 くの完全 ウイルス粒子を含






れなかった.更に NWS増殖が本来不完全 であ ると
患われる HeLaや HEp2細胞では,PVによる増
殖増強がみられないこと,即ち permissiveな細胞
Polyomaviru S による Influenzavirusの増殖促進 〔I〕
でしかこの現象がおきないことを考え合せると,本現
象はいわゆる helpereffectとは異 なると思われ
る.即ち. RSV と RAV5),Moloney sarcoma





mixingでないことは,上述の如 く NWS-PV の
recombinantが出現しないことよりも明 らかであ


























(Parainfluenza virus 1)や PR8 (InRuenza
virusA)を感染させた奨尿液中に現われる enhan-
cer16)-柑),Adeno virus12を感染させた ヒト胎児
腎細胞で産生 される stimulon19)20), NDV.Fowl
plaguevirus感染奨尿液中に産生される blocker2日,
NDV,Herpessimplex virus 感染ニワ トリ胎
児繊維芽細胞で産生される interferon depressor2)
などがある. そこでこれら因子の抽出とは ゞ似た














れている. Hermodsson23)24)は NDV の自家干渉が
Parain月uenzavirus3の混合感染により抑制 され
ること.またコウシ腎細胞の NDVcarrierculture
で PIV-3 を重感染すると,NDV の増殖が増強 さ
れること.また Maeno ら25)は HeLa… carrier
cultureにおいて,同じく Hommaら26)は HeLaHA2
carriercultureにおいて NDV の増殖が助長 され
ることを報告 しているが,これらは何れも前述の自家
干渉の阻止 による増殖増強の例である.同様に,
Diderholm と Dinter27) は Bovine diarrhea
virusよる NDV の増殖増強が interferon の作用
の阻害によること, Tobaら28)は HCVによるNDV
の増殖増強が NDV の自家干渉での interferon
産生の抑制により起きるとしている.
そこで我々のPVと NWSの系を考えてみると,不









































feron の産生や作用の阻止) による増殖増強 とは
や 趣ゝきを異にしている.
















virus12を感 染 させたヒト胎児腎細胞 に産生 さ
れる stimulonと呼ばれる因子が,種特異性をこえ
て,ラット胎児細胞における Kilham ratvirusの増
殖を促進する19)20)こと,そ して この因子の作用点 は
interferonの作用点とは異なることが知られている
45)46).この点は.他の増殖促進因子として報告されてい





































































































































































ofPV afterthetreatmentwithNWS｡V . Therefore,theenhanced multiplication of
NWSfoundhereseemedtobeduetotherecoverybyPVfromthecelularautointer･
ference,whichappearedtooccurintheinfectionwithpartialyinactiveNWSparticles
possiblycontainedininoculumNWS.
